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第1章 はじめに 

1-1 まちづくり基本構想策定の目的 

布袋駅周辺は、江南市戦略計画（第５次江南市総合計画、平成 26 年 3 月：第 2 次

改訂）において「にぎわいのゾーン」や「くらしのゾーン」に位置づけられるとともに、

「江南市都市計画マスタープラン（平成 21 年 3 月策定）では本市の「サブ核」に位置

づけられており、その役割を担うよう名鉄犬山線の鉄道高架事業や駅西側の土地区画整

理事業など基盤整備事業が進められています。そして、布袋駅東地区（約 42ha）の市

街化調整区域については、市街地開発事業等によって、駅を中心とした利便性の高く良

好な居住空間の創出を図ることとしています。 

そのような中、江南市では、駅東地区に新たなにぎわいを創出するため、民間活力を

導入した複合公共施設を整備する基本計画を平成 29 年 3 月に策定しました。 

また、鉄道高架事業についても平成 29 年 6 月には名古屋方面の本線が高架に切り替

わるなど、まちの姿も大きく変化しつつあります。 

この布袋駅東地区は、過去において宅地の供給や基盤整備を伴う土地区画整理事業や

市街地再開発事業について検討がなされましたが事業実施には至っておらず、現在も市

街化調整区域となっています。計画的なまちづくりによって形成された地区でないこと

から、住宅をはじめとした土地利用が進んでいるものの、狭あいな道路が残されている

ほか、住宅と工場が混在する地域となっています。 

しかしながら、本地区は駅に近接していることから交通利便性が高く、今後の人口減

少や高齢化が進行する中では、都市機能の集積や居住機能の誘導が求められ、持続可能

なまちづくりを展開する上でも大変重要な役割を担う地域となります。 

こうしたことから、本地区において、無秩序な土地利用を抑制して、駅を中心とした

新たなまちづくりを推進するために、将来の土地利用や基盤整備などのまちづくりのビ

ジョンを示す「布袋駅東地区まちづくり基本構想」を策定するものです。 

 

1-2 まちづくり基本構想の位置づけ 

本基本構想は、江南市戦略計画や都市計画マスタープラン等に示される将来都市像の

実現に向けて、布袋地区や江南市、さらには江南市周辺を含めた広域の観点から、複合

公共施設の整備を契機とした布袋駅東地区のあり方や土地利用・基盤整備などのまちづ

くりの方向性を示すものです。 
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1-3 まちづくり基本構想の構成 

本基本構想は、以下のとおり構成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 布袋駅東地区まちづくり基本構想の構成 
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布袋駅東地区の位置づけ・現況特性の把握 

上位・関連計画 布袋駅東地区の現況 

まちづくりを進めるにあたっての課題の整理 

まちづくりの方向性の設定 

まちづくりの方向性の実現に向けた具体項目の方針 

将来像 基本目標

土地利用 

まちづくりの推進方策（進め方） 

第２章 

第３章 
･･･ 

第４章 ･･･ 

第５章 ･･･ 

第６章 ･･･ 

第７章 ･･･ 
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1-4 まちづくり基本構想の対象区域 

本基本構想では、布袋駅に接し、名鉄犬山線や都市計画道路に囲まれる約 42ha（市

街化調整区域）の区域を対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 対象区域図 

布袋地区 

市街化区域 

布袋駅東地区

（約 42ha） 

布袋駅の位置 
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第2章 上位・関連計画等の整理 

2-1 まちづくり基本構想と上位・関連計画等との関係 

布袋駅東地区のまちづくりの検討にあたり、踏まえるべき主な計画（江南市策定）や

事業を次節以降に整理します。 

以下に、布袋駅東地区まちづくり基本構想と主な計画や事業との関係を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 布袋駅東地区まちづくり基本構想と上位・関連計画等との関係 

  

 

布袋駅東地区 

まちづくり基本構想 

上位計画 

 

 布袋駅東複合公共施設整備事業 

（平成 29年 3月基本計画策定） 

 名鉄犬山線布袋駅付近鉄道高架事業 

（平成 21年度～） 

 江南布袋南部土地区画整理事業 

（平成 7～34年度） 

 都市再生整備計画事業（布袋地区） 

（平成 26～30年度） 

進行中の事業等 

江南市都市計画マスタープラン

（平成 20～29年度） 

 

 江南市人口ビジョン 

 江南市まち・ひと・しごと総合戦略 

 江南市緑の基本計画 

関連計画 

 

・人口減少、高齢化の進行 

・厳しい財政状況     など 

社会状況の変化 

 集約型都市構造への転換の必要性 

 地域公共交通と連携したコンパクトなまちづくり 

(コンパクト･プラス･ネットワーク)の推進の必要性 

 
第 5次江南市総合計画 

（平成 20～29年度） 

第 6次江南市総合計画（案） 

（平成 30～39年度） 
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2-2 上位・関連計画 

布袋駅東地区まちづくり基本構想の上位・関連計画における布袋駅東地区の位置づけ

について以下に整理します。 

 

-1 江南市戦略計画（第５次江南市総合計画） 

計画の趣旨・位置づけ  

江南市における“総合的かつ計画的な行政の運営を図るための指針”となるもので

あり、江南市が地域全体でめざす将来像や、地域社会づくりの基本方針を明確にする

とともに、それを実現するための方策を明確にした計画である。 

計 画 期 間 平成 20 年度～平成 29 年度 

（平成 26 年 3 月：第二次改訂基本計画）  

主 な 内 容  

 地域社会のしくみ 

 

 

 

 都市のすがた 

 

 

 

 

 

 

布袋駅東地区に関する事項  

布袋駅東地区は、土地利用構想図

において「にぎわいのゾーン」およ

び「くらしのゾーン」の拡大区域に

位置づけられている。 

①にぎわいのゾーン 

市民生活の中心となるゾーンとし

て、都市機能の集積を高めるととも

に、江南市のシンボルとなる景観と

にぎわいを形成する。 

②くらしのゾーン 

安全で安心して暮らせる居住環境

を形成するため、市街地整備を進め

るとともに、うるおいのある快適な

空間づくりを進める。 

だれもが主役、みんなで築く、みんなの郷土 

～地域の進むべき方向を「共に考え」 地域づくりを「共に担う」～ 

豊かで暮らしやすい生活都市 
～市民の生活が地域で支えられる「生活都市」～ 

都市機能 

■ 安心・安全に暮らせるまち 

■ 快適・便利に暮らせるまち 

■ 市民が生きがいをもち、活力あふれるまち

■ 豊かな人材が育つまち 

■ 環境と調和した豊かな生活の場があるまち

布袋駅東地区

図 土地利用構想図 
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-2 第６次江南市総合計画（案） ※平成 29年 9月時点 

計画の趣旨・位置づけ  

江南市の将来像を実現するための、市民と行政の“総合的かつ計画的なまちづくり

の指針”として、市の最上位計画に位置づけられる。（平成 30 年度からの新たな計

画を策定中） 

計 画 期 間 平成 30 年度～平成 39 年度 

主 な 内 容  

■めざす都市の将来像 

 

 

 

 

 

 

布袋駅東地区に関する事項  

 土地利用 

布袋駅東地区は、土地利用構想

図において「住宅ゾーン」および

「商業ゾーン」に位置づけられて

いる。また、江南市における主要

な拠点として、布袋駅を中心とす

る区域を「中心拠点」として位置

づけている。 

①住宅ゾーン 

安全で安心して暮らせる居住環

境を形成するため、市街地整備を

進めるとともに、うるおいのある

快適な空間づくりを進める。 

②商業ゾーン 

市民生活の中心となるゾーンとして、都市機能の集積を高めるとともに、江南市の

シンボルとなる景観とにぎわいを形成する。 

 市長の戦略政策 

政策１「多彩な魅力・多様な暮らしを選べるまちの実現」の戦略プロジェクト「布

袋駅東側の開発促進による地域経済の活性化」に以下の３つが位置づけられている。

①布袋駅東複合公共施設整備事業 

布袋駅周辺の整備計画などを策定し、駅東複合公共施設の整備を促進する。 

②交通結節点整備事業 

布袋駅周辺の道路や雨水排水路等の基盤整備を行い、交通結節機能を改善するとと

もに安全で安心なまちづくりを進める。 

③布袋駅付近鉄道高架化整備事業 

布袋駅付近の鉄道高架化及び高架化に伴う周辺整備を行い、鉄道による駅東西の地

域分断を解消し、良好な市街地を形成する。 

布袋駅東地区

図 土地利用構想図 

基本目標１．地域の魅力を活かした機能的なまちづくり

２．子どもが生き生き育つ環境づくり 

３．生活を支える雇用・就労環境づくり 

４．安心・安全の地域づくり 

５．常に改革を進める行政 

地域とつくる多様な暮らしを選べる生活都市 

～生活・産業・文化の魅力があふれ、選ばれ続けるまち～ 
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江南市都市計画マスタープラン 

計画の趣旨・位置づけ  

都市計画の観点から、市が創意工夫し策定する「まちづくりについての基本的な方

針」であり、江南市が定める都市計画は、この「都市計画マスタープラン」に即した

計画である必要がある。 

計 画 期 間 平成 20 年度～平成 29 年度 

主 な 内 容  

■将来都市像と都市づくりの目標 

 都市づくりのテーマ 

 

 

 

 

 都市づくりの目標 

・自然を活かした暮らしやすい環境の形成 

・街なかを中心とした快適な都市基盤の形成 

・市の活力を牽引する産業機能の強化 

・安心・安全な暮らしを確保する防災機能の強化 

・市民参画による都市づくりの推進 

 

 将来の都市構造 

将来都市像の実現に向けて

は、都市機能を重点的に集

積・維持する都市核や、市民

に親しまれ多くの人が集う拠

点を明確にするとともに、都

市核、拠点及び周辺都市とを

有機的に結ぶ都市軸を明確に

し、必要となる土地利用や都

市施設等を配置していくこと

が必要となる。 

このため、本市の都市核及

び都市軸などを次のように設

定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※布袋駅周辺は将来都市構造における「サブ核」に位置づけられている。

水と緑につつまれた 住みたい・住み続けたいまち 江南 

～豊かで暮らしやすい生活都市をめざして～ 

布袋駅東地区

図 土地利用構想図 
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布袋駅東地区に関する事項  

■布袋駅東地区を含む「南部地域」の地域別構想 

◇南部地域のまちづくりテーマ 

 

 

 

◇南部地域のまちづくり方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 土地利用の方針 

・布袋駅東側の市街化調整区域については、市街化区域への編入を推進し、市街地開

発事業等によって駅を中心とした利便性の高く良好な居住空間の創出を図る。特に

駅前は、本市の南玄関としてふさわしい土地の有効活用を図る。 

 市街地整備の方針 

・布袋駅周辺は、鉄道高架事業とあわせ、(都)布袋駅線や駅前広場等の交通結節機能

整備を推進するとともに、駅前にふさわしい一体的な整備として市街地開発事業を

促進する。 

 交通施設の方針 

・地区幹線道路である(都)江南通線や補助幹線道路の(都)布袋駅線、(都)木賀線、(都)

布袋本町通線、特殊道路の(都)布袋駅西通線については、鉄道高架事業などの布袋

駅周辺の整備と調整を図りながら整備を進める。 

 都市防災の方針 

・布袋地区など木造家屋が密集している既成市街地は、町並みの保全に配慮しつつ、生

活道路の拡幅等の促進やオープンスペースの確保により、防災機能の向上に努める。 

地域の歴史性を活かした新しい拠点づくりと 

市の活力を牽引する産業基盤の強化 

布袋駅東地区
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江南市人口ビジョン 

計画の趣旨・位置づけ  

人口減少やそれに伴う経済縮小の克服に向けて、人口の現状分析や将来人口推計等

を基に、今後の目指すべき将来の方向と人口の将来展望を示したものである。また、

人口ビジョンに基づく具体的施策等をまとめた「江南市まち・ひと・しごと創生総合

戦略」を併せて策定した。 

策 定 年 月 平成 28 年 3 月 

主 な 内 容  

■人口推移 

昭和 55 年（1980 年）以降の人口の推移を国勢調査から整理すると、現在に至る

までは人口は微増傾向ですが、将来的に人口減少に転じることが見込まれています。

年齢３区分の人口構成からみて、年少人口は減少を続け、生産年齢人口は平成 12

年（2000 年）以降、減少に転じています。 

一方、老年人口は増加を続ける見込みとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■目指すべき将来の方向 

「豊かで暮らしやすい生活都市」の実現 

 

 

 

 

 

 

■人口の将来展望 

江南市の人口における主要課題として、以下の２つの視点から条件を仮定して、将

来人口を設定します。 

 

○少子化への対応 

出生数を増やすため、国の長期ビジョンを勘案し、合計特殊出生率を将来的に平成

42 年（2030 年）に「1.80」、平成 52 年（2040 年）に「2.07」に誘導する。

図 江南市の人口の推移 

○住んでみたいと思わせる“まち” 

○安心して子育てに取り組める“ひと”がつながる環境

○安定した生活を支える“しごと”づくり 

○安心して暮らせる“地域”づくり 
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○人口流出の抑制 

若年層を中心とした転出増傾向を是正するため、現状で純移動率がマイナスの年齢

階層の純移動率を下記のように誘導する。 

①男性 35 歳～59 歳、女性 40 歳～59 歳については、平成 72 年（2060 年）

までに純移動率を“0”に誘導する。 

②男性 10～19 歳については、進学・就職などにより、ある程度の転出は余儀な

くされることから、純移動率を平成 27 年（2015 年）の推計値の 1/2 に誘導

する。 

③確実に出生数を増やすために、女性 20～29 歳の純移動率を平成 72年（2060

年）までに、平成 27 年（2015 年）の推計値の 1/2 に誘導する。 

 

 

布袋駅東地区に関する事項  

■布袋駅東地区が属する「布袋地区」の人口動向 

布袋地区は「人口は、減少傾向にあり、平成 72 年（2060 年）時点で、平成 22

年（2010 年）比で約 60～70％程度となることが見込まれます。老年人口（65 歳

以上）は、平成 52 年（2040 年）をピークに減少し、高齢化率は 33％程度で推移

する見込みです。」とされている。 

 

図 江南市の人口の長期的見通し（推計人口） 

図 布袋地区の人口動向 
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江南市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

計画の趣旨・位置づけ  

人口減少やそれに伴う経済縮小の克服に向けて、今後の目指すべき将来の方向と人

口の将来展望を示した「江南市人口ビジョン」に基づき、今後 5 か年の目標や施策の

基本的方向、具体的施策等をまとめたもの。 

計 画 期 間 平成 27 年度～平成 31 年度 ※平成 28 年 3 月策定 

主 な 内 容  

■コンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本目標 

基本目標１：住みたいまち“江南”づくり 

誰もが住みたい、住み続けたいと思える生活環境の充実を図るため、名古屋市都心

部への高いアクセス性と緑や水辺などの良好な自然環境といった江南市の強みを活か

し、都市的機能と自然環境がそれぞれ機能的に結びついたコンパクトシティ構想の実

現を目指します。 

基本目標２：子育てしやすい環境づくり 

若い世代が安心して子育てができるよう、妊娠・出産から育児まで切れ目なく地域

全体で子育てする環境の形成を目指すとともに、支援制度の充実や愛知江南短期大学

との連携事業を推進し、子育てしやすい環境を目指します。 

基本目標３：働き続けられる雇用・就労環境づくり 

雇用の安定と創出、地域経済の活性化を図るため、企業誘致の推進や市内事業者へ

の支援の充実を図ります。また、若い世代の就職機会の確保や女性、高齢者等が働き

続けられる就労環境の創出を目指します。 

基本目標４：安心して暮らせる地域づくり 

地域社会を構築する様々な団体や市民同士が共に助け合い、高齢者や外国人居住者

等も安心して暮らせる地域づくりを目指します。 

 

布袋駅東地区に関する事項  

※「基本目標 1：住みたいまち“江南”づくり」の目標達成のための取組 

○江南市の顔となる駅前の魅力向上 

江南市の顔となる江南駅・布袋駅周辺の美しい駅前景観づくりに向けて、市民の協

力のもと花や緑を増やす取組を積極的に行うことや、商業団体等事業費補助金の活用

による空き店舗の利用促進等により、市民が愛着を持ち、気軽に集い憩える交流拠点

の創出を図り、活性化・賑わいづくりを推進します。 
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江南市緑の基本計画 

計画の趣旨・位置づけ  

江南市の緑地の保全及び緑化の推進に関する施策を総合的かつ計画的に実施するた

め、長期的な視点で緑とオープンスペースに関する将来像と、その将来像の実現に向

けた各種方針を示すもの。 

目 標 年 次 平成 29 年度 ※平成 23 年 3 月策定 

主 な 内 容  

■基本理念 

 

 

 

■緑の将来像図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 緑の将来像図 
  

みんなで育む自然と暮らしが調和した緑づくり 
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布袋駅東地区に関する事項  

■布袋駅東地区を含む「南部地域」の緑の施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 緑の施策整理図 

 緑の概況 

・布袋駅周辺は土地区画整理事業により、新たな都市公園の整備が進められている。

・街区公園は 4 箇所あるが、都市公園の 1 人当り面積は 4 地域で最も低い水準にあ

る。 

 つくる 

・人が多く集まるサブ核である布袋駅周辺は、花いっぱい運動の実施と花と緑による

景観の向上に努める。 

 つなぐ 

・（都）布袋駅線などの幹線道路の街路樹については適切な維持管理に努めるととも

に、未整備区間については整備を促進する。 
  

凡 例 
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2-3 布袋駅周辺の事業 

布袋駅周辺で行われている各種の事業の目的や状況について以下に整理します。 

 

布袋駅東複合公共施設整備事業  布袋駅東複合公共施設基本計画（平成29年 3月策定）より 

事業の目的  

安心・安全な生活につながる公共サービスの提供および賑わい・交流の創出を実現

するため、駅前に複合公共施設を整備するもの。 

事業期間  

事業スケジュール 

事業の概要  

■事業対象地の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 事業対象地 

■基本コンセプト 

 

 

■整備目標 

 

年度 

事業者募集・選定     

設計・建設の実施     

所在地 江南市北山町西 
面積 約 9,000 ㎡ 
所有者 平成 29 年度～30 年度中に市が取得予定 
区域区分 市街化調整区域⇒市街化区域に編入予定（近隣商業地域）
建ぺい率 
容積率 

建ぺい率：60％、容積率 200％ 
⇒建ぺい率：80％、容積率 200％に変更予定 

現状 大部分が更地であり、一部を倉庫や駐車場として使用 

 

江南市の南玄関口にふさわしい、 

安心して住み続けられるまちの交流施設 

１．周辺地域の市民の生活を支え、安心して住み続けるために必要な施設を

整備する。 

２．駅前の好立地を活かし、市民の利便性が高く、利用者数（来客数）が望

める施設とする。 

３．必要な公共サービスを集約し、効率的・効果的な複合サービスを提供す

る施設とする。 

４．江南市の南玄関口としての魅力向上のため、複数の導入機能の相乗効果

が期待できる施設とする。 

５．民間施設を併設し、賑わい・交流をもたらす拠点性の強い施設とする。 
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■導入規模 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■導入イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経過と現状  

・平成 29 年 3 月 

：布袋駅東複合公共施設基本計画を策定 

 

図 整備予定地の状況 
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名鉄犬山線布袋駅付近鉄道高架事業 

事業の目的  

名鉄犬山線は江南市を南北に走る鉄道であり、江南市はこの鉄道を中心に発展して

きた。これに伴い、自動車交通は増大し、鉄道による踏切遮断は交通渋滞を発生させ

ており、鉄道を挟む地域間の交通や市民生活に支障をきたしている。さらに、これに

よる地域分断は、良好な市街地の形成に障害となっている。 

こうした状況を解消するため、江南市布袋地区において、一般国道 155 号の拡幅

（4 車線化）、都市計画道路布袋駅線の整備並びに周辺市道の整備に併せて、一般国

道 155 号踏切を始め 6 ヵ所の踏切を除却する鉄道高架事業を進めている。 

当該事業により、当地区における踏切渋滞・踏切事故といった問題の解消や交通利

便性の向上を図る。また、江南市では、布袋駅西地区において江南布袋南部土地区画

整理事業を進めており、鉄道高架事業の効果と併せて、良好な市街地の形成が促進さ

れている。 

事業期間 平成 21 年度（工事着手）～ 

事業の概要 事業区間は、起点側 田代町地内から布袋駅を挟み、終点側 木賀町

地内までの 1.8km であり、高架延長は 1.4km となる。  

 

 

経過と現状  

・平成 21 年度：工事着手 

・平成 25 年度：仮線へ切替 

・平成 29 年度：名古屋方向本線が高架に切替 

  
図 整備状況 

図 事業概要 
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江南布袋南部土地区画整理事業 

事業の目的  

本地区は、江南市の南部にあり、名鉄犬山線布袋駅を中心に江南市の南の拠点とし

て発展が望まれる地区である。しかし、駅周辺の住宅地は未接道で開発困難な空地を

残す既成市街地であり、また狭あいな道路沿いに老朽化した木造建物が密集し、居住

環境面、商業振興面、防災面などいずれをとらえてみても問題が多くそれらの整備が

重要な課題となっている。このため、都市計画道路を根幹に公共施設等の整備改善を

図るとともに、健全で良好な市街地を再生することを目的とする。 
資料：愛知の区画整理Ⅱ（平成22年）

事業期間 平成 7 年度～平成 34 年度（事業施行期間） 

事業の概要  

 

経過と現状  

・平成 7 年 2 月 ：都市計画決定 

・平成 8 年 3 月 ：事業計画決定 

・平成 11 年 10 月 ：変更事業計画決定（第 1 回） 

・平成 13 年 1 月 ：仮換地指定 

・平成 17 年 2 月 ：変更事業計画決定（第 2 回） 

・平成 21 年 3 月 ：変更事業計画決定（第 3 回） 

・平成 27 年 3 月 ：変更事業計画決定（第 4 回） 

※平成 29 年 4 月 1 日時点の進捗率 96.5%（事業費ベース） 

  

図 江南布袋南部土地区画整理事業 計画図 

施行者 ：江南市

施行面積：9.6ha

図 整備状況 
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都市再生整備計画事業（布袋地区） 

事業の目的  

都市再生整備計画事業は、地域の歴史・文化・自然環境等の特性を生かした個性あ

ふれるまちづくりを実施し、全国の都市の再生を効率的に推進することにより、地域

住民の生活の質の向上と地域経済・社会の活性化を図るための国の制度である。 

鉄道の高架化が進む布袋地区においては、平成 16 年度から 5 年ごとに都市再生整

備計画を立案し、各種基盤整備を実施している。現在は 3 期目の都市再生整備計画を

立案し、事業を進めている。 

事業期間 平成 26 年度～平成 30 年度（交付期間） 

※平成 26 年度 3 月策定（平成 29 年 1 月：第 3 回変更）  

事業の概要  

■目標：鉄道高架を中心とした安心･安全な暮らしやすいまちづくり 

・目標１ 鉄道高架の推進と交通結節点の改善 

・目標２ 安心・安全な生活環境の確保 

・目標３ 地域資源を生かしたまちづくり 

■計画区域の整備方針 

整備方針１：鉄道高架の推進と交通結節点の改善 

鉄道高架事業を推進するとともに関連する駅へのアクセス道路、駅前広場等の整備に

より利便性の向上を図る。 

整備方針２：安心・安全な生活環境の確保 

狭隘な道路を解消する道路事業等を始めとする基盤整備により生活環境の充実を図る。 

整備方針３：地域資源を生かしたまちづくり 

住民のまちづくり活動と連携して、地区内の古い町並み等の地域資源を生かした景観

整備を行うことにより、新たなまちの賑わいを創出する。 

■整備方針（概要図） 

 

経過と現状  

・平成 26 年  3 月 ：都市再生整備計画策定（当初計画） 

・平成 26 年 10 月 ：第 1 回変更 

・平成 27 年 12 月 ：第 2 回変更 

・平成 29 年 １月 ：第 3 回変更 
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2-4 上位・関連計画等のまとめ 

上位・関連計画 

上位・関連計画における布袋駅東地区に関する内容を以下に整理します。 

 

表 上位・関連計画のまとめ 

上位・関連計画 布袋駅東地区に関する内容 

江南市戦略計画 

（第 5 次江南市総合計画） 

・「にぎわいゾーン」及び「くらしのゾーン」に位置

づけられており、都市機能の集積や安全で安心して

暮らせる居住環境を形成することとしています。 

第6次江南市総合計画（案） ・「住宅ゾーン」及び「商業ゾーン」に位置づけられ

ており、安全で安心して暮らせる居住環境の形成や

都市機能の集積をすることとしています。 

・江南市の「中心拠点」に位置づけられています。 

江南市都市計画マスタープラン ・江南市の「サブ核」として位置づけられています。

・「布袋駅東側の市街化調整区域は、市街化区域への

編入を推進し、市街地開発事業等によって駅を中心

とした利便性の高く良好な居住空間の創出を図る。

特に駅前は、本市の南玄関としてふさわしい土地の

有効活用を図る。」こととしています。 

江南市人口ビジョン ・布袋地区の人口は、減少傾向にあり、平成 72 年時

点の人口は、平成 22 年比で約 60～70％程度とな

ることが見込まれます。 

・老年人口は、平成 52 年をピークに減少し、高齢化

率は 33％程度で推移する見込みとされています。 

江南市まち･ひと･しごと創生 

総合戦略 

・市民が愛着を持ち、気軽に集い憩える交流拠点の創

出を図り、活性化・賑わいづくりを推進することに

より、「江南市の顔となる駅前の魅力向上」を図る

こととしています。 

江南市緑の基本計画 ・布袋駅周辺は、花いっぱい運動の実施と花と緑に

よる景観の向上に努めることとしています。 

・(都)布袋駅線などの幹線道路の街路樹は、適切な維

持管理に努めるとともに、未整備区間については

整備を促進することとしています。 
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布袋駅周辺の事業 

布袋駅周辺で実施されている各事業の内容を以下に整理します。 

 

表 事業のまとめ 

事 業 事 業 内 容 

布袋駅東複合公共施設整備

事業 

・公共サービスの提供及び賑わい･交流の創出を実現す

るため、平成 32 年度の供用開始を目指し、複合公

共施設を整備することとしています。 

・民間施設を併設し、賑わい･交流をもたらす拠点性の

強い施設を検討しています。 

名鉄犬山線布袋駅付近 

鉄道高架事業 

・鉄道を挟む地域間の交通や市民生活に支障をきたし

ている状況を解消するため、国道 155 号をはじめと

した道路の整備に併せて、6 ヵ所の踏切を除却する

鉄道高架事業を進めています。 

・平成 29 年 6 月には名古屋方向の本線が高架に切り

替わりました。 

江南布袋南部土地区画整理

事業 

・居住環境面、商業振興面、防災面などの問題を踏ま

え、都市計画道路を根幹に公共施設等の整備改善を

図るとともに、健全で良好な市街地を再生すること

を目的とし、土地区画整理事業を進めています。 

・平成８年度に事業計画決定され、現在進捗率は

96.5％となっており、道路や街区がほぼ形成されて

新しい住宅等が建ち並んでいます。 

都市再生整備計画事業 

（布袋地区） 

・鉄道高架の推進と交通結節点の改善や安心・安全な

生活環境の確保、地域資源を生かしたまちづくりを

図ることとしています。 

・平成 30 年度完了を目標に、駅周辺の道路整備や雨

水排水対策施設の整備などが進められています。 
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第3章 布袋駅東地区の現況 

3-1 布袋のまちづくりの経過 

(1) 明治期・大正期・昭和初期 

市域には農村が形成されていましたが、その中で中心となる道路や街道に沿って民家

が連なり、まちや集落として発達していきました。布袋もその１つです。 

明治 17 年の丹羽・葉栗郡役所の開設のほか、警察署、郵便局、一宮区裁判所布袋出

張所等が置かれたことから、郡行政の中心地となり、繁栄しました。 

また、大正元年には、名鉄犬山線が開通し、西側に駅改札口が設置されました。昭和

に入っても、料理屋や旅館などが建ち並び、発展を続けました。 

 

 

 

 

 

 

資料：町史布袋町大観、江南市史 

(2) 昭和 30 年頃 

昭和 29 年６月に、「古知野町」、「布袋町」、「宮田町」、「草井村」が合併し、「江南市」

が誕生しました。 

 

(3) 昭和 45 年頃 

現都市計画法の施行（昭和 44 年）により、市域は市街化区域・市街化調整区域に区

分されるようなり、布袋地区においては、名鉄犬山線以西が市街化区域、東は市街化調

整区域となりました。当時の航空写真を見ると、駅西は街道沿いにまちが形成されてお

り、駅東は鉄道に隣接した工場や尾北高等学校、田畑の中に住宅が点在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 布袋駅 図 本町通り 図 布袋町（市街の一部） 

図 布袋のまちの変遷 資料：江南市資料

 

布袋駅東地区 昭和 49年 平成 28年
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(4) 平成元年頃 

名鉄犬山線を挟んだ東西で土地区画整理事業の検討が行われ、西側の市街化区域につ

いては江南布袋南部土地区画整理事業（平成 8 年 3 月：事業計画決定）へと進みまし

たが、東側については事業化には至らず、市街化調整区域のままとなりました。 

一方、名鉄犬山線の鉄道高架事業の検討が始まり、平成 16 年度には関連する国道

155 号バイパスの都市計画の変更（道路高架から鉄道高架に変更）なども行われまし

た。 

 

(5) 平成 20 年頃 

布袋駅東側に隣接する工場の

一部は操業を停止していたため、

市街地再開発事業も検討されま

したが、事業化には至りません

でした。一方、平成21年度には、

名鉄犬山線の鉄道高架事業の工

事が始まりました。 

 

 

 

 

(6) 平成 29 年（現在） 

布袋駅東側の廃工場の建屋がなくなり更地となりました。ここには江南市が「複合公

共施設」の整備を計画しています（布袋駅東複合公共施設基本計画：平成 29 年 3 月策

定）。また、名鉄犬山線の鉄道高架事業が進捗し、平成 29 年６月には名古屋方面の本

線が高架に切り替わりました。さらに、布袋駅西側の江南布袋南部土地区画整理事業も

進み、道路や街区が形成され、新しい住宅等の建設が進んでいます。 

今後は鉄道高架事業の完了により、東西のまちの一体感が生み出されるため、布袋駅

東地区における新たなまちづくりが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 布袋駅東側の隣接地の状況（平成 23年度撮影） 
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3-2 法規制等の状況 

(1) 都市計画の区域指定 

本基本構想の対象となる布袋駅東地区は市街化調整区域ですが、名鉄犬山線を挟んだ

布袋駅の西側は市街化区域に指定されています。布袋駅の西側では、（都）布袋駅線沿

道および中央部から北へ向かう道路沿道の一部が近隣商業地域に指定されており、その

周辺は住居系の用途地域に指定されています。 

布袋駅東地区は、北に（都）木賀線、東に（都）江南岩倉線、南に（都）北尾張中央

道（国道 155 号）があり、三方を都市計画道路に囲まれているほか、地区中央部には

布袋駅東駅前広場を含めた（都）布袋駅線が計画されています。なお、（都）北尾張中

央道については、道路用地は確保されており、暫定的に供用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：江南市都市計画図（平成29年） 

図 都市計画の状況 

  

布袋駅東地区 
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(2) 農業振興地域の指定 

布袋駅東地区は農業振興地域ですが、農用地区域や農業用施設用地などには指定され

ていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：江南市農業振興地域土地利用計画図（平成28年） 

図 農業振興地域の指定状況 

 

(3) 江南市都市計画法に基づく開発行為等の許可の基準に関する条例 

布袋駅東地区の区域は、都市計画法第 34 条第 11 号に基づく区域に指定されている

ため、以下のような住宅等の建築が可能となっています。 

■都市計画法第 34条第 11号で建築できる建物の主な条件 

 

 

 

 

 

【参考資料：都市計画法第34条第11号について（江南市都市計画法に基づく開発行為等

の許可の基準に関する条例の概要より）】 

 

 

 

 

 

  

市街化区域に隣接、または近接し、自然的社会的諸条件から一体的な日常生活圏

を構成していると認められる区域は、隣接または近接する市街化区域の公共施設の

利用も可能であることから、開発行為が行われたとしても積極的な公共投資は必ず

しも必要とされないとの考え方で設けられた制度です。この制度を活用することに

よって、既存コミュニティの維持や、定住人口の確保などを図ります。 

資料：江南市HP

・用途   ： 住宅系（専用住宅、兼用住宅、共同住宅） 

・敷地面積 ： 原則 200 ㎡以上 

・高さ   ： 原則 10ｍ以下 

・雨水流出抑制対策が講じられていること 

布袋駅東地区 
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3-3 人口の動向 

(1) 人口の推移 

 1) 江南市 

江南市の総人口は平成 22 年をピークに減少に転じています。 

年齢 3 区分人口に着目すると、年少人口及び生産年齢人口は減少傾向にあり、特に

生産年齢人口は平成 12 年から平成 27 年で約 1 万人減少しています。一方で、老年

人口は増加傾向にあり、平成 27 年では総人口の約 3 割が 65 歳以上となっていま

す。 

 

表 人口の推移（江南市） 

区分 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 27年 

総人口 97,923 99,055 99,730 98,359

 

年少人口 15,363 15,136 14,683 13,485

（割合） 15.7% 15.3% 14.7% 13.7%

生産年齢人口 68,265 66,007 62,882 58,778

（割合） 69.7% 66.6% 63.1% 59.8%

老年人口 14,295 17,912 22,165 26,096

（割合） 14.6% 18.1% 22.2% 26.5%
※年少人口：0～14歳、生産年齢人口：15～64歳、老年人口：65歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

図 人口の推移（江南市） 
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 2) 布袋地区 

布袋地区の総人口は 2 万人程度で横ばいとなっています。 

年齢 3 区分人口に着目すると、生産年齢人口は減少しており、平成 12 年から平成

27 年で約 2 千人減少しています。老年人口は増加傾向にあり、平成 27 年では総人

口の約 3 割が 65 歳以上となっています。なお、年少人口は横ばいとなっています。 

 

表 人口の推移（布袋地区） 

区分 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 27年 

総人口 20,002 20,361 20,284 20,467

 

年少人口 2,960 2,933 2,912 2,993

（割合） 14.8% 14.4% 14.4% 14.6%

生産年齢人口 13,798 13,479 12,778 12,078

（割合） 69.0% 66.2% 63.0% 59.0%

老年人口 3,244 3,949 4,594 5,396

（割合） 16.2% 19.4% 22.6% 26.4%
※年少人口：0～14歳、生産年齢人口：15～64歳、老年人口：65歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

図 人口の推移（布袋地区） 
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 3) 布袋駅東地区 

布袋駅東地区の総人口は平成 17 年から平成 22 年にかけて 3 百人程度減少しまし

たが、平成 22 年以降は横ばいとなっています。また、住民基本台帳による人口は概

ね横ばいとなっており、最近 1 年では約 50 人増加しています。 

年齢 3 区分人口に着目すると、生産年齢人口は減少しており、平成 12 年から平成

27 年で約 2 百人減少しています。老年人口は増加傾向にあり、平成 27 年では総人

口の約 3 割（29.3％）が 65 歳以上となっています。これは、江南市の平均

（26.5％）より高い割合となっています。なお、年少人口は総人口と同様の傾向を

示しており、平成 22 年以降は横ばいとなっています。 

 

表 人口の推移（布袋駅東地区） 

区分 平成 12年 平成 17年 平成 22年 平成 27年 

総人口 1,244 1,412 1,107 1,100

 

年少人口 161 184 150 156

（割合） 12.9% 13.0% 13.6% 14.2%

生産年齢人口 835 912 672 622

（割合） 67.1% 64.6% 60.7% 56.5%

老年人口 248 316 285 322

（割合） 19.9% 22.4% 25.7% 29.3%
※年少人口：0～14歳、生産年齢人口：15～64歳、老年人口：65歳以上 

※総人口は都市計画基礎調査によるものであり、年齢3区分の人口割合は国勢調査をもとに設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査、都市計画基礎調査（平成13、18、23、28年度） 

図 人口の推移（布袋駅東地区） 

 

表 人口の推移（住民基本台帳による） 

 平成 25年 平成 26年 平成 27年 平成 28年 平成 29年 

総人口 1,618 1,613 1,584 1,562 1,616 

※布袋駅東地区が含まれる北山町西、小折町桜雲、南山町中、南山町西、寄木町秋葉の人口を集計している

ため、布袋駅東地区の区域に一致しない。 

※各年 4月 1日時点                               資料：江南市資料 
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(2) 近隣駅周辺の人口 

布袋駅周辺と近隣駅周辺で人口密度を比較すると、布袋駅周辺が最も低い状況となっ

ています。また、布袋駅の東側では特に人口密度が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※布袋駅近隣の急行停車駅を対象としている 

資料：国勢調査（平成22年） 

図 近隣駅周辺の人口  

表 近隣駅周辺の人口・人口密度 

駅名 
駅から半径

800m 圏の人口

人口密度 

（人/ha） 

布袋駅 6,838 34.0

岩倉駅 10,448 52.0

江南駅 13,784 68.6

柏森駅 18,620 92.6

扶桑駅 8,445 42.0

半径 800ｍ：一般的な徒歩圏 

（都市構造の評価に関するハンドブック、

平成26年 8月、国土交通省） 

扶桑駅

柏森駅

江南駅 

布袋駅 

岩倉駅 
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(3) 人口集中地区（DID） 

市街化区域である布袋駅の西側はほぼ全域が人口集中地区となっています。また、布

袋駅東地区内についても、市街化調整区域であるものの、約 9 割が人口集中地区となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（平成27年） 

図 人口集中地区（DID）の状況 
 

(4) 世帯数の推移 

布袋駅東地区の世帯数は、平成 23 年から平成 28 年では大幅な増減はありません。

また、住民基本台帳による最近 5 ヵ年の世帯数も概ね横ばいとなっていますが、直近の

1 年間では約 40 世帯（約 50 人）増加しています。一方、1 世帯あたりの人員は減少

傾向となっています。 

表 世帯数の推移（布袋駅東地区：都市計画基礎調査による） 

 平成 23年 平成 28年 

世帯数 388 396 

人口 1,107 1,100 

1 世帯あたり人員 2.9 人/世帯 2.8 人/世帯 
資料：都市計画基礎調査（平成23年度、平成28年度） 

表 世帯数の推移（住民基本台帳による） 

 平成 25年 平成 26年 平成 27年 平成 28年 平成 29年

世帯数 578 581 583 570 611 

総人口 1,618 1,613 1,584 1,562 1,616 

1 世帯あたり人員 2.8 人/世帯 2.8 人/世帯 2.7 人/世帯 2.7 人/世帯 2.6 人/世帯
※布袋駅東地区が含まれる北山町西、小折町桜雲、南山町中、南山町西、寄木町秋葉の人口を集計している

ため、布袋駅東地区の区域に完全には一致しない 

※各年 4月 1日時点                               資料：江南市資料

地区面積 
地区内 

DID面積 
割合 

42ha 37ha 88.1% 
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3-4 土地利用・建物利用等 

(1) 土地利用現況 

 1) 布袋駅周辺 

布袋駅東地区の土地利用の状況をみると、住宅用地が約 32％で最も多く、次いで

公的・公益用地が約18％、農地と道路用地が約14％となっています。工業用地は、

約 11％であり、地区内の 2 箇所にまとまって分布しています。 

また、布袋駅東地区は布袋駅西地区と比較して、農地や公的・公益用地、工業用地

が多く、住宅用地や道路用地が少ない状況となっています。 

 

表 土地利用現況 

種別 
布袋駅西地区 布袋駅東地区 

面積(ha) 面積(ha) 面積(ha) 割合(％) 

自
然
的
土
地
利
用 

農地 0.8 1.6% 5.7 13.7%

山林 0.0 0.0% 0.0 0.0%

水面 0.3 0.5% 0.0 0.0%

その他自然地 2.0 3.9% 0.6 1.4%

都
市
的
土
地
利
用 

住宅用地 20.0 39.9% 13.1 31.8%

商業用地 2.7 5.3% 0.4 1.0%

工業用地 1.7 3.3% 4.5 10.9%

公的・公益用地 4.5 9.0% 7.5 18.2%

道路用地 8.9 17.7% 5.9 14.4%

交通施設用地 1.5 3.0% 0.7 1.7%

公共空地 0.5 0.9% 0.5 1.3%

その他の公的施設用地 0.0 0.0% 0.0 0.0%

その他の空地 0.0 0.0% 0.0 0.0%

低未利用地 7.4 14.7% 2.4 5.7%

合計 50.3 － 41.3 － 

資料：都市計画基礎調査（平成25年度） 
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資料：都市計画基礎調査（平成25年度） 

図 布袋駅周辺の土地利用の状況  
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 2) 近隣駅周辺の土地利用 

布袋駅周辺では約 7 割が市街化調整区域である一方、近隣駅周辺では約７割以上が

市街化区域となっています。特に江南駅周辺や岩倉駅周辺ではほぼ全域が市街化区域

となっています。 

土地利用の状況をみると、布袋駅周辺は農地の面積が最も多くなっており、建物用

地の面積が最も少なくなっています。 

 

表 近隣駅周辺の市街化区域の状況 

駅名 市街化区域 市街化調整区域 

布袋駅  68ha（34%） 133ha（66%） 

岩倉駅 199ha（99%）  2ha（ 1%） 

江南駅 200ha（99%）  1ha（ 1%） 

柏森駅 152ha（75%）  49ha（25%） 

扶桑駅 139ha（69%）  62ha（31%） 

※（ ）は合計面積に対する割合       資料：都市計画基礎調査（平成28年度） 

 

表 近隣駅周辺の土地利用現況                     単位：ha 

種別 布袋駅 岩倉駅 江南駅 柏森駅 扶桑駅 

田 － 
1.1 

（0.5%） 
1.1 

（0.5%） 
1.1 

（0.5%） 
3.2 

（1.6%） 

その他の農用地 
28.4 

（14.2%） 
－ － 

16.8 
（8.4%） 

11.6 
（5.7%） 

建物用地 
156.6 

（78.4%） 
190.3 

（94.8%）
189.1 

（93.7%）
171.2 

（85.3%）
176.4 

（87.5%）

道路 － 
1.1 

（0.5%） 
2.1 

（1.0%） 
－ － 

鉄道 
6.3 

（3.2%） 
2.1 

（1.0%） 
4.2 

（2.1%） 
5.3 

（2.6%） 
5.3 

（2.6%） 

その他の用地 
8.4 

（4.2%） 
5.3 

（2.6%） 
5.3 

（2.6%） 
4.2 

（2.1%） 
5.3 

（2.6%） 

河川地及び湖沼 － 
1.1 

（0.5%） 
－ 

2.10 
（1.0%） 

－ 

合計 199.6 200.8 201.7 200.6 201.6 

※各駅から半径800mの円に含まれるメッシュから面積を集計 

※（ ）は合計面積に対する割合 

資料：国土交通省国土政策局HP国土数値情報（平成26年度） 
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資料：都市計画基礎調査（平成28年度） 

図 近隣駅周辺の市街化区域の状況 

  

半径800ｍ：一般的な徒歩圏 

（都市構造の評価に関するハンドブック、

平成26年 8月、国土交通省） 
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資料：国土交通省国土政策局HP国土数値情報（平成26年度） 

図 近隣駅周辺の土地利用の状況 

  

半径 800ｍ：一般的な徒歩圏 

（都市構造の評価に関するハンドブック、

平成26年 8月、国土交通省） 
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(2) 建物用途現況 

布袋駅東地区の建物用途をみると、商業系施設が約 2％、住宅系施設が約 91％、工

業系施設が約 6％と大半が住宅系施設となっています。 

また、布袋駅東地区は布袋駅西地区に比べて、建物総数が少なく、特に商業系施設や

住宅系施設が少なくなっています。 

 

表 建物用途現況 

種別 
布袋駅西地区 布袋駅東地区 

棟数 割合(％) 棟数 割合(％) 

商

業

系

施

設 

業務施設 14 1.1% 3 0.4%

商業施設 80 6.0% 11 1.3%

宿泊施設 3 0.2% 0 0.0%

娯楽施設 0 0.0% 0 0.0%

遊戯施設 0 0.0% 0 0.0%

商業系用途複合施設 1 0.1% 0 0.0%

小計 98 7.4% 14 1.7%

住

宅

系

施

設 

住宅 911 68.5% 640 78.4%

共同住宅 76 5.7% 13 1.6%

店舗併用住宅 80 6.0% 16 2.0%

店舗併用共同住宅 8 0.6% 1 0.1%

作業所併用住宅 19 1.4% 18 2.2%

官公庁施設 6 0.5% 0 0.0%

文教厚生施設 53 4.0% 30 3.7%

運輸倉庫施設 26 2.0% 27 3.3%

小計 1,179 88.7% 745 91.3%

工

業

系

施

設 

重工業施設 0 0.0% 0 0.0%

軽工業施設 2 0.2% 11 1.3%

サービス工業施設 30 2.3% 34 4.2%

家内工業施設 16 1.2% 1 0.1%

危険物貯蔵・処理施設 3 0.2% 0 0.0%

小計 51 3.8% 46 5.6%

そ

の

他 

農林漁業用施設 1 0.1% 11 1.3%

その他 0 0.0% 0 0.0%

小計 1 0.1% 11 1.3%

合計 1,329 － 816 － 

資料：都市計画基礎調査（平成24年度） 
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資料：都市計画基礎調査（平成24年度） 

図 建物用途の分布  
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【参考資料：布袋駅東地区の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 建物の建築年次の状況 

建築年次の状況をみると、地区内の約 5 割の建物が建築基準法改正前（昭和 56 年以

前）の旧耐震基準の建物となっています。 

 

表 建物の建築年次の状況 

建築年次 棟数 割合 

昭和 56年以前 397 48.7% 

昭和 56年以後 303 37.1% 

建築年次不明 116 14.2% 

総数 816 100.0% 

資料：都市計画基礎調査（平成 24 年度） 

  

①住宅地 

・新たな宅地開発が進んでいる

箇所があります。 

・老朽化した空き家が点在して

います。 

 

②商業地 

・スーパーやコンビニなどの日

用品が購入できるような店舗

は少なく、幹線道路沿道に飲

食店などの小規模店舗が数軒

あるのみとなっています。 

 

③工業地 

・比較的規模の大きな工場が地

区内に 2 箇所立地し、また、

これら以外にも工場が点在し

ています。 

 

④神社・仏閣 

・地区内には神社が 1 箇所、寺

院が 2 箇所立地しています。 
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(4) 開発許可の状況 

平成 19 年度から平成 25 年度の 7 年間の開発許可件数は 48 件あり、大半が住宅用

となっています。また、地区の北部では住宅用の開発許可が多くなっています。 

表 開発許可件数 

年度 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 合計 

住宅用 8 4 3 7 10 8 5 45 

工業用 - - 1 1 - - - 2 

その他 - - 1 - - - - 1 

合計 8 4 5 8 10 8 5 48 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：都市計画基礎調査（平成26年度） 

図 開発許可の状況（平成 19～25年度）  
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3-5 都市基盤施設の状況 

(1) 道路 

布袋駅東地区は、地区の外周を都市計画道路に囲まれており、中央部は（都）布袋駅

線が整備中となっています。また、地区内には幅員 4ｍ未満の狭あい道路が約 31％あ

り、車両の通行が困難となる道路が点在しています。 

 

表 道路延長 

道路幅員 延長（ｍ） 割合 

幅員 1ｍ未満 41 0.4% 

幅員 1ｍ～2ｍ 430 3.8% 

幅員 2ｍ～3ｍ 841 7.5% 

幅員 3ｍ～4ｍ 2,185 19.6% 

幅員 4ｍ～5ｍ 3,218 28.8% 

幅員 5ｍ～6ｍ 1,786 16.0% 

幅員 6ｍ以上 2,668 23.9% 

総延長 11,169 100.0% 

資料：江南市道路台帳（平成28年） 

 

【参考資料：布袋駅東地区の道路の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

狭あい道路の状況 （都）布袋駅線の状況
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資料：江南市道路台帳（平成28年） 

図 道路の状況 
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(2) 公園・広場等 

布袋駅東地区には公園はなく、北部に北山広場が立地するのみとなっています。また、

地区周辺には布袋児童公園や北山児童遊園が立地しているほか、江南布袋南部土地区画

整理事業では（仮称）１号公園（街区公園）が計画されています。公園・広場の誘致距

離によるカバー率は約 45％となっており、地区の半分はカバー圏外となっています。 

 

表 布袋駅東地区周辺の公園・児童遊園等一覧 

種別 名称 面積 

街区公園 布袋児童公園 1,330 ㎡ 

街区公園 （仮称）１号公園 約 3,000 ㎡ 

児童遊園 北山児童遊園 429 ㎡ 

広場 北山広場 1,378 ㎡ 

資料：江南市資料（平成29年 3月時点） 

 

【参考資料：地区内および地区周辺の公園・広場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

布袋児童公園北山広場 
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資料：江南市資料（平成29年 3月時点） 

図 公園の設置の状況  

面積 誘致距離圏の面積 カバー率 

42ha 19ha 45.2% 

街区公園の誘致距離：250m、広場・児童遊園の誘致距離：150m 

（都市計画法開発許可の実務の手引き、平成29年2月、愛知県

建設部建築担当局建築指導課） 
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(3) 下水道 

布袋地区の市街化区域は概ね全域が下水道の利用（供用）区域となっており、未整備

区域も事業計画区域（認可区域）となっています。布袋駅東地区は利用（供用）区域お

よび事業計画区域（認可区域）に属していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：江南市資料 

図 江南市下水道事業利用（供用）区域および整備予定区域 

  

凡 例 

 利用（供用）区域 

 事業計画区域 

（認可区域） 

平成 30年度 

 平成 32年度 
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(4) 雨水排水施設 

布袋駅東地区の雨水排水施設は、（都）布袋駅線周辺から（都）北尾張中央道の方向

に整備を行う計画となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：江南市資料 

図 雨水排水施設の状況  

凡 例 

 排水方向（計画）

 貯留槽（計画） 

 貯留槽（既存） 
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(5) 消防水利 

布袋駅東地区には 20 箇所の消防水利が満遍なく配置されていますが、震災時の消防

車両の通行を考慮した幅員 6ｍ以上の道路沿道の消防水利は 7 箇所に限られます。                        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：江南市提供資料 

図 消防水利の状況  

幅員6ｍ以上の道路：震災時を想定した場合に消防車両の通行が可能な道路幅員の目安 

※改訂 都市防災実務ハンドブック(平成 17年 2月、都市防災実務ハンドブック編集委員会)より

幅員６ｍ以上の道路
沿道の消防水利 



3 - 26 

(6) 公共交通 

布袋駅東地区の地区界沿いには名鉄犬山線が通っています。また、名鉄犬山線の西側

には名鉄バスの路線があるほか、東側には大口町のコミュニティバス路線があり、布袋

駅と北山町が最寄りのバス停となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土交通省国土政策局HP国土数値情報（平成22年度、平成 23年度）、江南市資料 

図 鉄道・バス路線網 
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 1) 鉄道 

布袋駅の 1 日平均乗降客数は、最近６年間では増加傾向にあり、平成 28 年度は約

8,700 人となっています。その他の駅についても増加または横ばいの傾向となって

います。 

 

表 鉄道駅における 1日平均乗降客数 

 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 H28 年度 

岩倉駅 24,000 23,000 24,000 24,000 24,000 25,000

布袋駅 7,888 7,986 8,251 8,169 8,521 8,674

江南駅 24,848 25,034 26,022 25,731 26,606 27,049

柏森駅 10,000 10,000 10,000 11,000 11,000 11,000

扶桑駅 7,000 6,000 6,000 7,000 7,000 7,000

※布袋駅近隣の急行停車駅を対象としている 

※江南駅、布袋駅を除いては千人単位で切り上げた乗降客数 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：名古屋鉄道㈱ 

図 1日平均乗降客数の推移 
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 2) バス 

 ① 運行本数 

大口町コミュニティバスの 1 日あたりの運行本数をみると、布袋駅バス停では発着

を合わせて毎日運行便が 8 本/日、平日朝・夕運行便が 16 本/日、北山町バス停では

毎日運行便が 8 本/日となっています。 

 

表 1日あたりの運行本数（布袋駅バス停：大口町コミュニティバス） 

 毎日運行便 平日 朝・夕運行便 

布袋駅発 4 7 

布袋駅着 4 9 

合計 8 16 

※平成 29年 4月 1日時点の時刻表より集計 

※平日 朝・夕運行便は布袋駅を除き、江南市内には停車しない   資料：大口町HP 

 

表 1日あたりの運行本数（北山町バス停：大口町コミュニティバス） 

 毎日運行便 平日 朝・夕運行便 

外坪松山方面 4 - 

布袋駅方面 4 - 

合計 8 - 

※平成 29年 4月 1日時点の時刻表より集計            資料：大口町HP 

 

 ② 乗降客数 

大口町コミュニティバスのバス停（江南市内）における 1 日あたりの乗降客数をみ

ると、布袋駅バス停では平成 25 年度以降微増しています。北山町バス停では乗降客

数はわずかとなっています。 

 

表 乗降客数（布袋駅バス停：大口町コミュニティバス） 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

布袋駅発 694 1,873 1,802 1,662 1,145 1,310 1,478

布袋駅着 958 2,860 3,181 3,112 3,082 2,990 3,169

合計 

（1 日あたり） 

1,652 

(4.5) 

4,733

(13.0)

4,983

(13.7)

4,774

(13.0)

4,227

(11.6)

4,300

(11.8)

4,647

(12.7)

※1日あたりの乗降客数は合計を365日で除した数値（うるう年の平成24年は 366日で計算） 

資料：江南市地域公共交通基礎調査基礎調査結果報告書（平成29年 3月） 

 

表 乗降客数（北山町バス停：大口町コミュニティバス） 

年度 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

外坪松山方面 13 32 112 42 23 66 41

布袋駅方面 13 22 114 87 59 48 32

合計 

（1 日あたり） 

26 

(0.1) 

54

(0.2)

226

(0.6)

129

(0.4)

82

(0.2)

114

(0.3)

73

(0.2)

※1日あたりの乗降客数は合計を365日で除した数値（うるう年の平成24年は 366日で計算） 

資料：江南市地域公共交通基礎調査基礎調査結果報告書（平成29年 3月） 
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3-6 都市機能の立地状況 

(1) 公共公益施設 

布袋駅東地区には、教育施設として県立尾北高等学校と布袋中学校が立地しています。

名鉄犬山線の西側には布袋小学校が立地しており、児童数は増加傾向にあります。 

また、布袋地区には、行政施設が 1 箇所（布袋支所）、保育施設・子育て施設が６箇

所、文化・スポーツ施設が 2 箇所立地していますが、布袋駅東地区にはこれらの施設は

立地していません。 

なお、保育施設・子育て施設について、布袋駅東地区近隣の布袋保育園では園児数は

横ばいとなっていますが、布袋地区の保育園の入園希望者数は増加傾向にあります。 

 

表 小中学校の児童・生徒数                  各年 4月 1日現在 

施設名 平成 25年 平成 26年 平成 27年 平成 28年 平成 29年 

布袋小学校 804 801 799 823 843

布袋中学校 588 589 611 624 598

資料：江南市資料 

 

表 保育園の園児数                      各年 4月 1日現在 

施設名 

 

平成 25年 平成 26年 平成 27年 平成 28年 平成 29年定員 

(平成 28 年) 

布袋北保育園 135 135 137 134 130 131

布袋西保育園 130 100 110 125 126 120

布袋保育園 110 101 103 100 95 101

布袋東保育園 115 73 80 74 95 96

資料：江南市資料 

 

【参考資料：布袋駅東地区内の公共公益施設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

布袋中学校県立尾北高等学校 
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資料：国土交通省国土政策局HP国土数値情報（平成18、25年度）、江南市資料 

図 公共公益施設の立地状況  

表 施設一覧 

区分 番号 施設名 

行政施設 1 布袋支所 

教
育
施
設 

小学校 
1 布袋北小学校 

2 布袋小学校 

中学校 1 布袋中学校 

高等学校 1 県立尾北高等学校 

保
育
施
設 

子
育
て
施
設 

保育園 

1 布袋北保育園 

2 布袋西保育園 

3 布袋保育園 

4 布袋東保育園 

1 磯村託児所 

1 子育て支援センター 

1 布袋北部地区学習等併用施設 

2 布袋南部地区学習等併用施設 
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(2) 商業・医療施設 

商業施設は布袋地区に 13 箇所ありますが、布袋駅東地区には立地していません。ま

た、医療施設は布袋地区に 15 箇所あり、布袋駅東地区には 1 箇所立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：全国大型小売店総覧2017、スーパーマーケット総覧2015、（一社）尾北医師会HP 

図 商業・医療施設の立地状況  

表 商業施設一覧 
番号 店舗名 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 

表 医療施設一覧 
番号 施設名 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
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(3) 観光資源 

布袋地区には江南観光ガイドブックに示される観光資源が 16 箇所立地していますが、

布袋駅東地区には立地していません。布袋駅東地区の北側には「布袋の大仏」、南側に

は織田信長の室であった「生駒の方」ゆかりの久昌寺・生駒屋敷跡などが立地していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：江南観光ガイドブック（平成27年） 

図 観光施設の分布  

表 観光施設一覧 

番号 観光資源 

1 布袋の大仏 

2 経塚 

3 久昌寺 

4 若宮八幡社 

5 廣間家の門 

6 東光寺 

7 富士塚の碑 

8 般若寺 

9 宝頂山墓地 

10 常観寺 

11 生駒屋敷跡 

12 松杜天神社 

13 神明社 

14 龍神寺 

15 尾北自然歩道 

16 二子山古墳 
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【参考資料：布袋地区の催し物】 

 江南市民サマーフェスタ 

・毎年 8 月上旬に開催され

る、市内の商店街が中心

となった祭りです。 

・布袋ふれあい会館の前で

は「阿波踊り大会」が行

われます。 

資料：江南市観光協会HP 

 布袋ぶらりん日和 

・毎年 11 月上旬に開催される、地元まちづく

り組織が主催するまちあるきイベントです。 

・名鉄犬山線布袋駅西側の区域で、スタンプラ

リーやまちあるきガイドツアー、布袋中学校

吹奏楽部によるまちかど演奏などが行われま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：広報こうなん（平成29年 11月号） 
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3-7 災害危険性 

(1) 豪雨災害 

布袋駅東地区では、平成 12 年 9 月の東海豪雨をはじめとした直近 5 回の集中豪雨

において、一部の区域で床下浸水の被害が発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：江南市 洪水ハザードマップ（平成25年 3月） 

図 浸水による災害履歴  

布袋駅東地区 
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(2) 地震災害 

 1) 想定震度 

布袋地区および布袋駅東地区の想定震度は「震度5 強」もしくは「震度 6弱」とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査報告書（平成23年～25年） 

図 最大想定モデルの地震（陸側ケース）による地表震度分布 

  

南海トラフで発生する恐れのある地震・津波のうち、

あらゆる可能性を考慮した最大クラスの地震・津波を

想定し、千年に一度あるいはそれよりもっと発生頻度

が低い「理論上最大想定モデル」による予測 
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 2) 液状化危険度 

布袋地区の液状化危険度は、北東部の一部で「高い」とされている区域があるもの

の、全体的には「低い」または「極めて低い」となっています。また、布袋駅東地区

は概ね全域が「極めて低い」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等被害予測調査報告書（平成23年～25年） 

図 最大想定モデルの地震（陸側ケース）の液状化危険度 

  

南海トラフで発生する恐れのある地震・津波のうち、

あらゆる可能性を考慮した最大クラスの地震・津波を

想定し、千年に一度あるいはそれよりもっと発生頻度

が低い「理論上最大想定モデル」による予測 
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3-8 住民の意向 

平成 27 年 11 月に実施した「布袋地区のまちづくり事業に関するアンケート」の結

果から、自由意見の内容を抜粋し、集計します。 

集計の結果、日常の買い物を行うための商業施設が不足しているとの意見が最も多く

なっているほか、道路の改善整備や駅周辺でのまちづくりを求める意見、駅の利便性向

上、駐車場・駐輪場の整備や公園の整備を求める意見が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「自由回答」の記入内容のキーワードを抽出・集計 

※小郷町、木賀町、北山町、小折町、小折東町、小折本町、五明町、田代町、布袋町、布袋下山町、 

南山町、寄木町のうち、布袋小学校区内の居住者を対象に実施 

資料：布袋地区のまちづくり事業に関するアンケート（平成27年 11月実施） 

図 自由意見のキーワード別集計 
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第4章 布袋駅東地区の現況特性と課題 

4-1 布袋駅東地区の現況特性とポテンシャル 

第２章及び第３章を踏まえ、江南市や江南市周辺を含めた広域、布袋地区における布

袋駅東地区の現況特性とポテンシャルを整理します。 

 

4-1-1 布袋駅東地区の現況特性 

(1) 拠点性 

現況特性 関連項目 

①本市の主要な拠点として、都市機能の集積を

図り、市街地整備を進める区域（中心拠点）

に位置づけられるとともに、駅を中心とした

利便性が高く良好な居住空間の創出を図る区

域に位置づけられています。 

 

②江南市の南玄関となることから、市の顔とな

る駅前の魅力の向上を図るため、景観やにぎ

わい、交流を創出することが位置づけられて

います。 

【第 2 章 上位・関連計画等の整理】 

●第 6 次江南市総合計画（案） 

●江南市都市計画マスタープラン 

●布袋駅東複合公共施設整備事業 

●名鉄犬山線布袋駅付近鉄道高架事業 

●江南布袋南部土地区画整理事業 

●都市再生整備計画事業（布袋地区） 

③西側は名鉄犬山線及び布袋駅、南側は国道

155 号に接するなど、高い交通利便性を有し

ています。 

【第 3 章 布袋駅東地区の現況】 

●3-2（1）都市計画の区域指定 

●3-5（1）道路 

 

(2) 人口 

現況特性 関連項目 

①概ね全域が人口集中地区（DID）となってお

り、一定の人口が集積している状況にあるも

のの、人口は減少傾向であるとともに、高齢

化率が上昇しており、地域活力の低下が懸念

されます。 

【第３章 布袋駅東地区の現況】 

●3-3（1）人口の推移 

●3-3（3）人口集中地区（DID） 

②年少人口は市内全域では減少している一方

で、布袋地区・布袋駅東地区では概ね横ばい

の傾向にあり、布袋小学校の児童数は増加傾

向にあります。宅地開発等による住宅の供給

が続いているため、転入等により子育て世代

をはじめとした新たな住民が増加しているも

のと考えられます。 

【第 3 章 布袋駅東地区の現況】 

●3-3（1）人口の推移 

●3-3（4）世帯数の推移 

●3-4（4）開発許可の状況 

●3-6（1）公共公益施設 
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(3) 土地利用・建物利用 

現況特性 関連項目 

①布袋駅東地区は都市計画法第 34 条第 11 号に

基づく区域に指定されており、基本的には住

宅の建設が可能です。そのため、市街化調整

区域ではあるものの、戸建て住宅を中心とし

た土地利用が進んでおり、地区の約 3 割（約

13ha）を住宅地が占めています。また、立地

している建物の約 9 割が住宅系となっていま

す。 

【第３章 布袋駅東地区の現況】 

●3-2（3）江南市都市計画法に基づく 

開発行為等の許可の基準に 

関する条例 

●3-4（1）土地利用現況 

●3-4（2）建物用途現況 

●3-4（4）開発許可の状況 

②地区内では住宅地としての土地利用が中心で

すが、工場が点在しており、大型車両の通行

等によって住環境への影響が及んでいます。 

【第３章 布袋駅東地区の現況】 

●3-4（1）土地利用現況 

③地区内における商業系の土地利用は約 1％で

あり、わずかとなっています。 

【第３章 布袋駅東地区の現況】 

●3-4（1）土地利用現況 

④都市的土地利用が図られていない農地や低未

利用地等が約 2 割（約 9ha）分布しており、

今後も宅地開発等が進むことが想定されま

す。 

【第 3 章 布袋駅東地区の現況】 

●3-4（1）土地利用現況 

●3-4（4）開発許可の状況 

⑤現行の耐震基準の導入以前（昭和56年以前）

に建設された建物が地区内の建物の約 5 割

（約 400 棟）を占めており、大規模地震時に

は建物の倒壊や、それに伴う道路の閉鎖等が

懸念されます。 

【第 3 章 布袋駅東地区の現況】 

●3-4（3）建物の建築年次の状況 

●3-5（1）道路 

 

(4) 都市機能 

現況特性 関連項目 

①地区内には県立尾北高等学校、布袋中学校、

駅西地区には布袋小学校が立地しています。

近隣の公共施設は、駅西地区の布袋支所等が

ありますが、その他の公共サービスを受ける

ためには地区外へ出向かなければならない状

況です。 

【第３章 布袋駅東地区の現況】 

●3-6（1）公共公益施設 

②地区内には食料品や日用品等を販売する商業

施設は少なく、地域住民から立地を求める意

向があります。 

【第 3 章 布袋駅東地区の現況】 

●3-6（2）商業・医療施設 

●3-8 住民の意向 
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(5) 都市基盤施設 

現況特性 関連項目 

①布袋駅東地区は周囲を都市計画道路に囲まれ

ており、南側の（都）北尾張中央道は暫定供

用ですが、東側の（都）江南岩倉線、北側の

（都）木賀線は整備済となっています。ま

た、地区の中央部では東西軸となる（都）布

袋駅線の整備が進んでいます。 

【第 2 章 上位・関連計画等の整理】 

●都市再生整備計画事業（布袋地区） 

【第３章 布袋駅東地区の現況】 

●3-2（1）都市計画の区域指定 

●3-5（1）道路 

②地区の南部では、市道等の都市基盤の整備が

進んでいますが、北部では事業の計画はない

状況です。また、地区内には幅員 4ｍ未満の

狭あい道路が多く、地域住民は自動車の通行

の円滑性や歩行者の安全性の確保を求めてい

ます。さらに、震災時を考慮した場合に消防

車両が消防水利にアクセスするための道路が

不足しています。 

【第 2 章 上位・関連計画等の整理】 

●都市再生整備計画（布袋地区） 

【第３章 布袋駅東地区の現況】 

●3-5（1）道路 

●3-5（5）消防水利 

●3-8 住民の意向 

③公園・広場等の立地は地区内に１箇所（北山

広場）のみであり、特に地区の北部や南部で

子どもの遊び場、住民のいこいの場が不足し

ている状況にあります。 

【第３章 布袋駅東地区の現況】 

●3-5（2）公園・広場等 

●3-8 住民の意向 

④地区内では下水道は整備されていません。 【第３章 布袋駅東地区の現況】 

●3-5（3）下水道 

⑤地区内には東海豪雨をはじめとした豪雨災害

で床下浸水の被害を受けた区域が分布してお

り、鉄道高架事業に関連する道路、駅前広場

等の整備や宅地開発等により流出雨水が増

え、被害が増大することが懸念されます。 

【第３章 布袋駅東地区の現況】 

●3-5（4）雨水排水施設 

●3-7（1）豪雨災害 

⑥地区内には名鉄犬山線の布袋駅が立地してい

るほか、布袋駅を起終点とする大口町コミュ

ニティバス路線（１路線）が運行されていま

す。 

【第３章 布袋駅東地区の現況】 

●3-5（6）公共交通 
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4-1-2 布袋駅東地区のポテンシャル 

(1) 江南市内におけるポテンシャル 

ポテンシャル 関連項目 

①名鉄犬山線の鉄道高架事業や布袋駅の整備が進

捗しているほか、名鉄犬山線を挟んだ西側で

は、江南布袋南部土地区画整理事業が進捗して

おり、東西のまちの分断が解消されます。その

ため、布袋駅東地区を含めた布袋駅周辺として

一体的にまちの魅力を高めることができます。

【第 2 章 上位・関連計画等の整理】 

●名鉄犬山線布袋駅付近鉄道高架事業 

●江南布袋南部土地区画整理事業 

 

②布袋駅に近く、利便性の高い住宅地として、増

加する市外への転出者の受け皿となることがで

きます。 

【第 3 章 布袋駅東地区の現況】 

●3-3（1）人口の推移 

●3-4（1）土地利用現況 

●3-5（6）公共交通 

③江南市の年少人口は減少傾向にありますが、布

袋駅東地区では概ね横ばいとなっていることか

ら、子育て世代をはじめとした新たな居住者に

求められる地域であると捉えることができま

す。 

【第 3 章 布袋駅東地区の現況】 

●3-3（1）人口の推移 

●3-4（4）開発許可の状況 

●3-6（1）公共公益施設 

④人口減少や少子高齢化等の社会情勢や都市基盤

施設の整備が進んでいる現状を踏まえ、将来的

に都市機能の集積や駅を中心としたコンパクト

なまちづくりを推進する地区に位置づけて、ま

ちづくりを進めることができます。 

【第 2 章 上位・関連計画等の整理】 

●名鉄犬山線布袋駅付近鉄道高架事業 

●江南布袋南部土地区画整理事業 

●都市再生整備計画事業（布袋地区） 

【第 3 章 布袋駅東地区の現況】 

●3-3（1）人口の推移 

 

(2) 江南市内外（広域）におけるポテンシャル 

ポテンシャル 関連項目 

①布袋駅以外の名鉄犬山線沿線の近隣駅の周辺で

は高い割合で市街化区域となっていますが、布

袋駅周辺は約７割が市街化調整区域であり、近

隣駅周辺と比較して新たな住宅地に転換する可

能性のある土地が多いことから、住宅地需要に

応えることができます。 

【第３章 布袋駅東地区の現況】 

●3-3（2）近隣駅周辺の人口 

●3-4（1）土地利用現況 

●3-4（4）開発許可の状況 

②江南市においては南海トラフを震源とする巨大

地震に対する被害は甚大ではないと想定される

中で、布袋駅東地区においても液状化の危険性

は低いものと想定されていることなどから、比

較的安全な住宅地として発信することができま

す。 

【第 3 章 布袋駅東地区の現況】 

●3-7（2）地震災害 

 

③布袋駅周辺には複数の観光資源が分布し、まち

歩きイベント等が開催されていることから、布

袋駅を中心とした観光の拠点としての魅力の向

上が期待できます。 

【第 3 章 布袋駅東地区の現況】 

●3-6（3）観光資源 
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4-2 現況特性とポテンシャルを踏まえた課題 

布袋駅東地区をとりまく現状を考慮して、まちづくりを進めるにあたっての課題を以

下に整理します。 

 

(1) 市内外を含めた広域的な拠点の形成 

 布袋駅周辺で進む様々な基盤整備事業による整備効果を活かし、相互に連携するこ

とによって、布袋駅を中心とした江南市の南玄関にふさわしい拠点を形成すること

が必要です。 

【関連する現況特性】 

●拠点性① ●拠点性② ●拠点性③ ●都市基盤施設① 

【関連するポテンシャル】 

●市内① ●市内④ ●広域③ 

 

(2) 定住促進による活力の維持・増進 

 江南市を持続可能な都市とするとともに、地域活力の維持・増進を図るため、定住

人口の減少や高齢化率の上昇を抑制する役割を担う地区とすることが必要です。 

【関連する現況特性】 

●人口① ●人口② ●土地利用・住宅利用④ ●都市機能② 

【関連するポテンシャル】 

●市内② ●市内③ ●広域① ●広域② 

 

(3) くらしの利便性の向上 

 高齢者や子どもの増加などを踏まえた公的な機能・サービスを提供する施設のほ

か、歩いて暮らせるまちの実現に向けた生活利便施設の立地が必要です。 

【関連する現況特性】 

●拠点性① ●拠点性② ●人口① ●人口② ●土地利用・住宅利用③ ●都市機能① 

●都市機能② ●都市基盤施設② ●都市基盤施設⑥ 

【関連するポテンシャル】 

●市内③ ●市内④ 
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(4) 安心して暮らすことのできる環境づくり 

 無秩序な宅地開発や住環境に影響を及ぼす施設の立地を抑制するほか、道路や公園

などの都市基盤施設の整備によって、住環境の維持・改善を図る必要があります。

【関連する現況特性】 

●拠点性① ●土地利用・住宅利用① ●土地利用・住宅利用② ●土地利用・住宅利用④ 

●土地利用・住宅利用⑤ ●都市基盤施設② ●都市基盤施設③ ●都市基盤施設④ 

●都市基盤施設⑤ 

【関連するポテンシャル】 

●市内① ●市内② 
 

 地震や豪雨等の災害や火災に対する安全性の向上、防犯対策を図ることが必要で

す。 

【関連する現況特性】 

●土地利用・住宅利用① ●土地利用・住宅利用⑤ ●都市基盤施設② ●都市基盤施設⑤ 

【関連するポテンシャル】 

●広域② 

 

(5) 地域コミュニティの維持・強化 

 新旧の住民や多世代の交流、地区内に立地する教育施設との連携などによって、地

域に関わる人々による支え合いが行われるコミュニティの形成を図ることが必要で

す。 

【関連する現況特性】 

●人口① ●人口② ●土地利用・住宅利用① ●土地利用・住宅利用④ ●都市機能① 

●都市基盤施設③ 

【関連するポテンシャル】 

●市内③ ●広域③ 
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第5章 まちづくりの方向性 

5-1 布袋駅東地区の将来像 

布袋駅東地区の周辺では、鉄道高架事業や江南布袋南部土地区画整理事業のほか、関

連する都市基盤施設の整備が進められており、こうした特性を活かして拠点性や生活利

便性を高めることが求められています。 

また、地区内では住宅地としての土地利用が進んでいますが、農地や低未利用地も分

布しているため、今後も宅地開発等による新たな住民の流入が想定されます。ただし、

住宅地の形成にあたっては、無秩序な土地利用を防ぎ、良好な住環境を形成することが

求められるほか、従前からの居住者、事業者等への配慮も求められます。 

さらに、高齢者や子育て世代への支援など地域・行政が連携した支え合いの実現が求

められています。 

こうした状況を踏まえ、布袋駅東地区が、布袋駅を中心とした本市の南玄関にふさわ

しい魅力ある拠点となること、地域に暮らす住民の生活を支え、誰もが“暮らしやすさ”

を実感できるまちとなることをめざします。 
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5-2 布袋駅東地区の基本目標 

布袋駅東地区の将来像を実現するため、基本目標を以下のとおり設定します。 

 

(1) にぎわい・交流のあるまちづくり 【広域の視点：市全域及び市外から見た布袋駅東地区の目標】 

・布袋駅前に位置する利便性やシンボル性を活かすとともに、既存資源等の活用や新た

な魅力づくりによって、南玄関としてのにぎわいや来街者等との交流を創出します。 

・市外への人口流出を抑制し、地域活性化を図るとともに、持続可能なまちづくりを推

進するため、布袋駅東地区が持つポテンシャルを活かすことによって、子育て世代を

はじめとした新たな住民の居住を創出します。 

 

(2) 地域の生活を支えるまちづくり 【中域の視点：布袋地区から見た布袋駅東地区の目標】 

・生活に不可欠な施設や利便性の向上に資する施設の立地を図るとともに、高齢者や子

育て世代への支援機能などの公的サービスを提供する施設の配置によって、布袋地区

に暮らす住民の生活を支えるまちづくりを進めます。 

 

(3) くらしやすさを提供するまちづくり 【狭域の視点：布袋駅東地区内の目標】 

・道路や公園などの都市基盤施設を整え、従前からの居住者や事業者に配慮しながら適

切な土地利用の誘導を図るとともに、地域コミュニティの活性化を図ることによって、

安全・安心で住みよい環境づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 基本目標の体系イメージ 
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第6章 まちづくりの方針 

6-1 土地利用に関する事項 

(1) 基本方針 

布袋駅を中心とした江南市の南玄関にふさわしい拠点を形成するとともに、既存の住

宅や業務施設に配慮しながら、利便性が高く、快適な住環境の創出に向けた土地利用へ

の誘導を図ります。 

 

(2) 誘導の考え方 

基本方針を踏まえ、以下の考え方で土地利用の誘導を図ります。 

 ① 駅前拠点ゾーン 

交通結節点となる機能を配置するとともに、公共サービスを提供する施設などの立

地を図ることによって、布袋駅を中心としたまちづくりの「核」及び新たなにぎわい

や交流を創出する江南市の南の「顔」とします。この駅前拠点ゾーンが、布袋駅東地

区への都市機能や居住機能の誘導に向けた中心的な役割を担うよう、高架下空間、駅

前広場、複合公共施設の有機的な活用を図ります。 

 ② まちなか居住ゾーン 

布袋駅に近接する立地条件を活かしながら、

駅を中心とした利便性が高く、安全・安心で快

適な住環境を創出し、人口の集積を図ります。 

 

 

 

 ③ 沿道活用ゾーン 

日常の買いまわりができる商店など、地域住

民の生活利便性を向上するための施設の立地を

誘導します。 

 

 

 ④ 駅前活用ゾーン 

既存の業務施設に配慮しつつ、布袋駅前に立地する利便性を活かし、将来的には

「駅前拠点ゾーン」と連携した駅前の魅力づくりに資する施設や生活利便施設などの

立地を見据えます。 

 ⑤ 既存配慮ゾーン 

基本的には「まちなか居住ゾーン」と同様の土地利用を見据えますが、既存の住宅

や教育施設、業務施設の機能の維持に配慮しながら、今後、適切な土地利用の方策を

検討します。  
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図 土地利用配置方針図 

図 土地利用の方針図  

市街化区域 
県立尾北高等学校

布袋中学校

至 犬山 

至 名古屋 

布袋 

小学校 

江南布袋南部 

土地区画整理事業 

布袋ふれあい会館 

（布袋支所） 
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6-2 都市基盤施設に関する事項 

6-2-1 道路 

(1) 基本方針 

住宅地としての土地利用が進んでおり、多くの建物が立地していることを踏まえ、現

状の住環境を守りながら、既存の道路を活かした改良整備を行うことを基本とします。 

ただし、狭あい道路（幅員４ｍ未満の道路）の解消を図るとともに、歩行者の安全性

や防災性の向上を図るために必要となる道路については整備を進めます。 

 

(2) 配置の考え方 

基本方針を踏まえ、以下の考え方で道路を配置します。なお、道路の拡幅整備に併せ

て、交差点部の角地にはすみ切りを確保し、通行の円滑性や見通しの向上を図ります。 

また、（都）布袋駅線の整備に併せて整備する布袋駅東駅前広場が交通結節点機能の

ほか、にぎわいや交流等の創出に資する空間となるよう配慮します。 

 

 ① 主要生活道路 

地区内において、布袋駅や教育施設（県

立尾北高等学校及び布袋中学校）へのアク

セス路となり、多くの歩行者が見込まれる

ことから、安全性の向上を図るため、片側

に歩道を確保し、歩行者と自動車を分離し

ます。 

 

 ② 補助生活道路 

地区内で発生する自動車交通のすれ違いを可能とするとともに、火災発生時におい

て、消防水利（消火栓・防火水槽等）へのアクセスによる円滑な消防活動を可能とし、

防災性の向上を図るため、道路の拡幅を行います。 

 

 ③ 狭あいな道路（幅員４ｍ未満の道路） 

地区内の通行の円滑性や安全性を改善するため、建替えなどに併せて狭あい道路

（幅員４ｍ未満の道路）を必要な幅員に拡幅します。 

 

 ④ 布袋駅東駅前広場 

交通結節点としての機能に加えて、広大な空間を活かした雨水貯留施設の設置や、

地区住民のコミュニティ活動、地区内外･市内外の交流を創出するイベントや散策の

拠点として活用できるよう、施設の配置を検討します。 

 

  

歩道 

図 道路の断面イメージ 

車道 
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図 道路配置の方針図  

県立尾北高校

布袋中学校

布袋 

小学校 

布袋駅東駅前広場 

凡  例 

 主要生活道路 

 補助生活道路 

 整備済･整備中の路線 

 消火栓 

※地区内の

消防水利
 防火水槽

 プール 
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6-2-2 公園・緑地 

(1) 基本方針 

身近な公園や広場が不足する区域を中心に、多世代の利用を考慮した新たな公園を整

備します。また、整備される道路やまちなみの形成においても、緑によるゆとりと潤い

が感じられるよう配慮します。 

 

(2) 整備の考え方 

基本方針を踏まえ、以下の考え方で公園や緑地を整備します。 

 

 ① 身近な公園としての機能 

地区住民の憩いやコミュニティ形成の場、地域活動の拠点となるよう、地域住民

に身近な公園の整備を図ります。また、子どもからお年寄りまで幅広い世代が親し

むことのできる公園とするため、子ども用の遊具や健康器具などの設置を検討しま

す。 

 

 ② 災害の発生を見据えた機能 

火災発生時に延焼の拡大を防止するオープンスペースとなるほか、近隣住民の一時

的な避難場所、防災活動の拠点等となるよう、防災倉庫や災害時のトイレ機能などの

整備を検討します。 

 

 ③ 緑地空間の保全活用・創出 

地区内に立地する寺社仏閣は地域のシンボルとなるとともに、布袋八剱神社のイチ

ョウは市の天然記念物に指定されるなど、歴史・文化資源となっていることから、今

後も緑地として保全し、活かしていきます。 

また、地区内の住宅における生垣などの緑化のほか、公園や道路、駅前広場など

の公共空間における花いっぱい運動などの地域活動を促進し、花と緑による景観形

成を図ります。 
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図 公園整備の方針図  

凡  例 

 公園（整備予定） 

 公園（既存） 
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6-2-3 公共公益施設 

(1) 基本方針 

布袋駅が立地する条件を活かし、にぎわいや交流を創出するとともに、住民の生活を

支える拠点施設の整備を図ります。また、地区内に立地する教育施設（県立尾北高等学

校、布袋中学校）については維持を図ります。 

 

(2) 整備・連携の考え方 

基本方針を踏まえ、複合公共施設及び教育施設の考え方を以下に示します。 

 

 ① 複合公共施設 

布袋駅に隣接する区域において、複合公共施設の整備を図ります。施設には公共施

設の再配置計画や地域の実情を踏まえ、保健・福祉機能や子育て支援機能、交流機能、

図書機能などの導入を検討します。施設整備にあたっては、市内に立地する他の公共

施設が有する機能との連携や役割分担を検討します。また、民間事業者との連携によ

る機能の導入や施設の整備についても検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 複合公共施設配置の整備位置図 

 

 ② 教育施設 

地区内に県立尾北高等学校、布袋中学校が立地することを活かし、地域の活性化に

資するまちづくり活動、イベントへの生徒の参画による連携などにより、共生を図っ

ていきます。  

布袋ふれあい会館

（布袋支所） 

布袋駅東駅前広場

複合公共施設

布袋駅西駅前広場 
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6-2-4 供給処理施設 

(1) 基本方針 

地域内の衛生環境の保全を図るため、汚水処理施設の整備を検討します。また、浸水

の危険性の低減を図るため、適切な雨水排水機能の確保を図ります。 

 

(2) 整備の考え方 

基本方針を踏まえ、汚水及び雨水の整備方針を以下に示します。 

 

 ① 汚水処理 

布袋駅東地区の市街化区域編入の進捗を踏まえて、下水道整備計画の計画区域とす

る検討を行い、順次整備を進めていきます。 

 

 ② 雨水処理 

布袋駅東地区での適切な開発や建築等が行われるよう、愛知県が行う特定都市河川

浸水被害対策法に基づく指導のほか、市においても、江南市雨水流出抑制基準に基づ

く雨水流出抑制施設の設置を指導します。また、市が行う公園をはじめとした公共施

設の整備にあたっても雨水流出抑制施設を設けます。 

さらに、浸水被害の発生を抑制するため、地区内に整備する公園での地下貯留槽の

設置を検討します。 

 

表 雨水流出抑制施設 

貯留施設 雨水調整池、雨水貯留施設 など 

浸透施設 浸透枡、浸透トレンチ、浸透側溝、透水性舗装 など 

資料：江南市雨水流出抑制基準（平成27年 4月改正） 
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6-2-5 その他 

(1) 基本方針 

布袋駅東地区を安全・安心で暮らしやすいまちとするための機能の付加を検討すると

ともに、これらに係る取組みを支援します。また、にぎわい・交流の創出や地域の活力

の増進に向けた取組みを支援します。 

 

(2) 整備・支援の考え方 

基本方針を踏まえ、安全・安心やにぎわい・交流の創出の効果を高める取組みの考え

方を以下に示します。 

 

 ① 防災機能 

布袋駅東地区における道路、公園等の都市基盤施設や複合公共施設の整備に併せた

新たな消防水利（消火栓、防火水槽）の設置を必要に応じて検討します。 

 

 ② 防犯機能 

防犯灯の設置に対する支援を進め、安心して歩くことのできる地区とします。また、

防犯パトロールを実施する町内会等の組織に対する支援を行います。 

 

 ③ 地域活動 

布袋地区でまちづくり活動を展開する組織や団体に対する支援を継続するとともに、

新たに地域のにぎわいや交流、魅力の創出、住民の生活を豊かにする取組みを展開し

ようとする組織や団体に対する支援を行います。 
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6-3 規制・誘導策 

(1) 基本方針 

安心・安全で快適な住環境を形成するとともに、江南市の南玄関にふさわしいまちづ

くりを進めるため、地区の実情を踏まえた規制・誘導策を検討します。 

 

(2) 規制・誘導策の考え方 

基本方針を踏まえ、まちづくりに係る規制・誘導の考え方を以下に示します。 

 

 ① まちづくりのルールの検討 

規制誘導策には、都市計画法に基づく地区計画や建築基準法に基づく建築協定など

の法的な拘束力のあるルールのほか、任意のルール（地域住民による約束事）である

まちづくり協定などがあります。住民の意向等を踏まえながら、規制・誘導のレベル

や必要な事項について検討します。 

 

 ② 建築物の耐震改修の促進 

老朽化した建築物の耐震改修や建替えを促進するため、耐震診断や耐震改修の補助

の利用促進を図るとともに、除却に関する補助の創設等を検討します。 

また、ブロック塀の改修を促進するための補助（生垣化）の利用促進を図ります。 
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第7章 まちづくりの進め方 

7-1 整備の考え方 

まちづくりの方針に位置づけた土地利用の誘導や都市基盤整備を進めるにあたり、手

続きや事業等を着実に進め、市街化区域への編入を推進していきます。 

布袋駅東地区のまちづくりの推進にあたっては、既存事業の実施状況等を考慮し、地

域住民の合意形成を図りながら段階的に進める方針とします。 

 

7-1-1 区域単位の設定 

鉄道高架事業や道路をはじめとした都市基盤整備の実施状況等を踏まえ、A 区域から

周辺の区域に向かって段階的にまちづくりの推進を図りながら区域を広げる方針とし、

区域の単位を以下のとおり設定します。 

なお、この区域は事業等の検討段階で変更となる場合があります。 

 

表 区域の単位 

区 域 区域の考え方 整 備 施 設 

Ａ区域 

布袋駅に接する区域

であり、地区の拠点

として先導的にまち

づくりを進める区域 

【約 2.1ha】 

今後整備 ・複合公共施設 

整備済 

整備中 

・（都）布袋駅線（布袋駅東駅前広場含む）

・市道東部第 280 号線 

・市道東部第 425 号線 

・雨水貯留施設 

Ｂ区域 

(都)布袋駅線や市道東

部第 280 号線の整備

による A 区域との連

続性を踏まえたまち

づくりを進める区域 

【約 2.5ha】 

今後整備

・補助生活道路（2 路線程度） 

・狭あいな道路（複数路線） 

・公園（1 箇所程度） 

整備済

整備中

・（都）布袋駅線 

・市道東部第 280 号線 

Ｃ区域 

市 道 東 部 第 280 、

425、439 号線の整

備による A･B 区域と

の連続性を踏まえた

まちづくりを進める

区域 

【約 12.8ha】 

今後整備

・補助生活道路（2 路線程度） 

・狭あいな道路（複数路線） 

・公園（1 箇所程度） 

整備済

整備中

・市道東部第 280 号線 

・市道東部第 425 号線 

・市道東部第 439 号線 

Ｄ区域 

都市基盤施設の整備

を含めて、A･B･C 区

域と連携したまちづ

くりを今後検討する

区域 

【約 23.9ha】 

今後整備

・主要生活道路（3 路線程度） 

・補助生活道路（2 路線程度） 

・狭あいな道路（複数路線） 

・公園（2 箇所程度） 

整備済

整備中
・（都）布袋駅線 

※上表の施設以外の汚水処理施設や雨水処理施設、消防水利、防犯施設等の整備については今後検討を行う
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図 区域の単位  

凡  例 

 主要生活道路 

 補助生活道路 

 整備済･整備中の路線 

 公園 

 複合公共施設 
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7-1-2 事業手法の想定 

まちづくりの方針に位置づけた各施設の整備を実施する事業手法を以下のとおり想定

します。 

下表に示す施設の整備にあたっては、基本的に都市計画法に基づく地区計画に位置づ

け、着実な整備を図る方針とします。 

 

表 各施設の整備に係る事業手法の想定 

区 域 整 備 施 設 想定する事業手法 

Ａ区域 ・複合公共施設 官民連携（PFI）事業 

Ｂ区域 

・補助生活道路（2 路線程度） 道路事業 

・狭あいな道路（複数路線） 道路事業 

・公園（1 箇所程度） 公園事業 

Ｃ区域 

・補助生活道路（2 路線程度） 道路事業 

・狭あいな道路（複数路線） 道路事業 

・公園（1 箇所程度） 公園事業 

Ｄ区域 

・主要生活道路（3 路線程度） 道路事業 

・補助生活道路（２路線程度） 道路事業 

・狭あいな道路（複数路線） 道路事業 

・公園（2 箇所程度） 公園事業 

※上表の施設以外の汚水処理施設や雨水処理施設、消防水利、防犯施設等の整備については今後検討を行う 
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7-1-3 事業スケジュール 

布袋駅周辺で行われている事業のスケジュールを考慮して、設定した区域ごとに、ま

ちづくりの推進段階（スケジュール）を以下のとおり設定します。 

なお、各区域において都市基盤施設が整った段階または、整う見込みが確実となった

段階で市街化区域への編入手続を行う方針とします。また、市街化区域への編入に併せ

て、用途地域の指定を行い、土地利用方針に基づいた誘導を図ります。 

 

表 布袋駅周辺の事業スケジュール 

事 業 
年 度 

 

布袋駅東複合公共 

施設整備事業 
   

名鉄犬山線布袋駅 

付近鉄道高架事業 
   

江南布袋南部 

土地区画整理事業 
   

都市再生整備計画 

事業（布袋地区） 
   

 

表 布袋駅東地区の事業スケジュール 

区域 
整 備 

手続き 

年 度 

 

Ａ
区
域 

都市基盤施設 

の整備 
   

市街化区域 

編入手続き 
   

Ｂ
区
域 

都市基盤施設 

の整備 
   

市街化区域 

編入手続き 
   

Ｃ
区
域 

都市基盤施設 

の整備 
   

市街化区域 

編入手続き 
   

Ｄ
区
域 

都市基盤施設 

の整備 
   

市街化区域 

編入手続き 
   

※破線は想定される時期を示す 

 

  

 

 

平成 30 中･長期 平成40

 

平成 30 中･長期 平成40
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7-2 まちづくりの推進体制 

本基本構想の実現に向けては、事業の具体化に向けた計画等の検討段階から、まちづ

くりの目的を共有し、将来のまちの維持管理・運営段階までを見据えておくことが重要

です。 

そのため、住民・関係権利者や民間事業者、そして、市が連携することにより、事業

の具体化に向けた計画等を検討し、まちづくりを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 まちづくりの推進体制 

布袋駅東地区まちづくり基本構想の実現 

布袋駅東地区まちづくり基本構想 
パブリックコメント

による意見募集 

 市  

・本基本構想の具体化に向けた事業（主にハード整備）の検討及び実施 

・地域が行うまちづくりに係るルールづくり、まちづくり活動の支援 など

 住民・関係権利者  

・本基本構想の具体化に向けた事

業計画の検討への参画 

・まちづくりに係るルールづくり 

・まちづくり活動（イベント開

催、環境づくり、防犯など）の

実施 など 

 民間事業者  

・複合公共施設の整備に係る連携

・地域が行うまちづくり活動への

協力 など 





 
 

布袋駅東地区まちづくり基本構想 

 

平成３０年１月 

 

都市整備部 まちづくり課 
 

愛知県江南市 

〒483-8701 

愛知県江南市赤童子町大堀 90 

電話 （0587）54-1111（代） 

 


